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ネット依存症と集団自殺

テクノストレスは、一種の職業病と

して1980年初頭からすでに指摘されて

きた。当時は、「テクノ不安症」と「テ

クノ依存症」の２つに分類されていた

が、近年では肩こり、眼精疲労といっ

た症状もテクノストレスとしてとらえら

れている。

テクノストレスの対策については、旧

労働省がガイドラインを発表している。

コンピュータ機器の急速な発展により、

現在においては、そのガイドラインも必

ずしも十分なものとはいえなくなってき

ている。くわえて最近ではインターネッ

トが一般化し、携帯電話を使ったイン

ターネット利用も増えて、ネットが人々

の生活に入り込んできている。これにと

もなってインターネット依存症が増加し

ている。

■ネット依存症と社会的犯罪

メール、チャット（会話）、ゲーム、

音楽、ショッピング、バンキング、株

取引など、社会はますます便利で快適

になっていくかのようにみえるが、これ

に付随してさまざまな問題が顕在化し

てきている。

ネット中毒になる人が増え、現実と

仮想（バーチャル）の区別がつかず、

誹謗と中傷、ネットストーカー、それ

に端を発した殺人事件など、社会的な

犯罪が続出している。私たちの社会は

コンピュータを利用しているかにみえて、

実はそれによって支配され、心身の疲

労や人格障害などの債務を背負いつつ

ある。

■ネット依存症と集団自殺

インターネットを介して知り合った

人々による集団自殺は、車の中で練炭

を燃焼させるという方法で数年前から

続いており、とくにこの１年は増加が

目立った。このネットによる集団自殺

とネット依存症には密接な関係がある。

ネットによる匿名性、そしてバーチャ

ルな世界と現実とのかい離。現実社会

における日本人の年間自殺者3万4千人

超という現実のなかで、ネット依存症

や、ネットの中の住人にとっては、死

は、はるかに身近なものとして存在して

いる。

ネットの世界では、たとえばオンライ

ンゲームを例にとっても、死は人間存在

の全否定、喪失ではない。単なる人間

のもつ「パーツ」を失うことである。失

った「パーツ」を取り戻すことは簡単

なことであり、そのリセットもまた簡単

なことである。

ネットの中の死と、現実の中の死と

はまったくかけ離れた存在なのだ。しか

し、それにもかかわらず、ネットによる

集団自殺が急増したのはなぜなのか。

■ネットを介した集団自殺の特徴

ネット上で知り合った、自分には見

知らぬ人。それらの何人かが仮想世界

で死を提案する。最初は、あまり深刻

なものではないのかもしれない。しかし、

計画が実行され、当事者が出会ってし

まうところから、歯車が狂いはじめてい

くように思われる。一度、目的をもっ

て集まれば、もうあとには引けない。自

分だけが逃げ出すことはできないのだ。

友人でもなければ、知人でもない目的

者。計画だけが、実行されなければな

らないものとなる。

もともと、ネットの住人、ネット依存

症者は、現実の世界の中では孤独であ

り、内向的であり、非社交的な性格の

者が多い。人間関係ではっきりともの

を言える人は数少ないのである。こうし

て、自殺計画は実行に移される。

■ネット自殺者のプロフィール

実行に移した者の中には、死もまた、

ロールプレイの一つであって、また自分

が現実の世界の中に復活してくること

を信じている者も相当数はいるだろうと

思う。それほど、彼らにとって死とは、

軽いものであるのだ。

ネット自殺を取材していたある新聞

社の社会部の記者は、私に、ネット自

殺者が現実の社会の中で、まったく存

在感の薄い若者たちが多いということ

を指摘していた。学校でも、職場でも、

家庭でも、彼らの死の直前の異常に気

づいたものはいない。ここにも、奥深い、

ネットの魔力が存在しているように思わ

れる。

墨岡 孝●成城墨岡クリニック理事長・院長



http://IWParchives.jp/
mailto:iwp-info@impress.co.jp



